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についてp6豊、 NdBの抗体を用いた免疫組織化学的評価とDuohk中を用いたin situ PLA
(Proximity Ligation Assay)評価を行った。またin vitroにおいてヒトロ腔癌細胞株SAS、
















に増殖するのに対し、 p62 knock down細胞は有意な増束の鈍化を昇めた。次に重要な抗酸化タ
ンバク質の1つであるグルタチオンについて判定を行った。放射鼻照射下のp62 knock血m細
胞では有意にGBⅡが減少しており、グルタチオンの発環は抑制されていることが示唆された。
また同じ条件下においてROSの湘定を行った。 ROSはp62 knock down細胞では明らかに高値
を示し、細胞が多くの酸化ストレスに曝再されていることが示された。またFACS (fluorescen品






















く学位論文審査の締鼻の要旨) (明朝体1 1ポイント、 600字以内で作成のこと。 )
肝細胞がん患者から最初に単離されたp62/SQST机は、様々ながんでその発現が先進している
ことカ苧見出されている。また、 p62は多くのタンバク質と相互作用し、活性酸素に対する抗酸
化タンバク質の発現脚部など多面的な械能を発揮することが報告されている。しかし、口腔点
平上皮がんにおけるp62の発募状態や権能については、これまで全く検肘されていない。本研
究ではこの点について検肘を行い、以下の結果を得た。
(1)口腔肩平上皮がん組織およびヒトロ腔がん細胞株でのp62発魂圭は、正常細魚および細
胞に比べ増加していた。
(2) p62をノックダウンした口臆がん細席では、放射線照射後の細胞の増殖はコントロール
細胞と比牧して有意に鈍化した.活性酸素産生はコントロール細胞と比較して増加し
た。一方、抗酸化作用を有するグルタチオンの発弟はコントロール細胞と比較して有意
に梯少した。
(3)口腔康平上皮がん患者49名に関して、 p62高弟琵群とそれ以外の群で施床予後を輸肘
したところ、 p62高発境群で2年生存率が有意に低下した。
以上より、本抽文は口腔烏平上皮がんにおいてp62の発蚤が増加することと、その発見がが
ん細胞に及ぼす影響と庵床的な意義についての新しい知見を示したものである。さらに、最終
韓験として胎文内容に朗連した韓間を受け合格したので、博士(医学)の学位輸文に肯するも
のと辞められた。
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